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l年頭のご挨拶

広島被害者支援センター並びにその運営を支えておられる会員及び支援活動員

の皆様におかれましては 平素から犯罪被害者等への支援活動に多大な御尽力を
賜り 心から御礼申し上げます。
犯罪被害者等基本法に定められていますように 犯罪被害に遭われた方が再び
平穏な生活を営むことができるようになるまでの間 必要な支援等を途切れるこ
となく受けられるよう、警察では広島県公安委員会指定の犯罪被害者等早期援助

団体である広島被害者支援センターヘの情報提供を積I・ll的に推進しているところ

であります。

広島被害者支援センターでは 電話 面接相談をはじめ 公判への付添、公的
支援制度に関する手続の援助などの直接支援により、被害発生後から日常生活を

取り戻すまでの長期にわたりきめ細やかな支援を提供するなど、被害に遭われた

方々の心の支えとなっておられますことに、敬意を表するとともに 深く感謝し
ております。

警察としましても、今後も広島被害者支援センターをはじめとした関係機関

団体の皆様と緊密に連携し、犯罪被害者等施策を推進して参りますので、弓さ続

きよろしくお願い致します。

結びに 広島被害者支援センターの益々の御発展と会員及び関係者の皆様方の
御健勝、御多幸を心から祈念申し上げます。

1年頭のご挨拶

鵬
鈴

長

弘

h
公益社団法人
広島被害者支援
センター理事長

山 本 一 隆

新年明けましておめてとうこざいます。旧年中は、会員の皆様方を始め 多く
の方々に当センターの活動にこ支援とこ協力を賜り、心からおネL申 し上げます。

本年の干支の子は 十二支の中で一番はじめ 干支頭とも言われ 大変縁起の
良い年とされています.

広島被害者支援センターも15年前の発足当時に拠点としておりました現在の
場所に事務所を移転じ 理事 職員―同新たな気持て被害者支援に取り組んでお
ります。

さて 昨年起きた 川崎市の児童殺傷事件や京都アニメーション放火殺人事件
などを見ましても 自分が または自分の家族がいつどこで突然犯罪に巻き込ま
れるかわからないという思いを持たれた方も多いのではないてしょうか。

`巳

罪に

遭うと言うことは それまでの平穏な生活が一瞬にして破壊され 予想だにしな
かつた様々な困難に直面することになると言うことです。そのため 犯罪被害者
等に対する 支援の必要性 重要性が強く求められています。
当センターも平成 ]6年設立以来 被害者に寄り添つた支援を続けて参りまし
た。支援の要請は多岐にわたり 県外での支援も求められるようになってきてい
ます。

本年は  「全国のどこにいても いつでも求める支援が受けられ 被害者の声
に応えられる活動」を目指し 支援活動の充実強化を図りたいと思います。その
ために支援活動員のスキルアップのための研修の充実、財政基盤の確立のため贅

助会員の拡大等に努めて参りたいと考えております。大黒天の使者であるネズミ

にあやかり 実りの多い年になるよう努めたいと思います。
今年も引き続きこ支援を賜りますようお願い申し上げますとともに 皆様方の
こ健勝とこ多幸を祈念いたします。

0



「

″ ″ ″ ″ ″ ″ Ξ ″ ″ Ξ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ コ 切 嘔
―

令和元年度広島被害者支援センター

被害者支援講演会&演奏会

公益社団法人広島被害者支援センターの令和元年度被害者支援講演会&演奏会を11月 27日 (水 )に広島弁護

士会館で開催しました。講演会では、傷害致死事件被害者遺族で、京都府犯罪被害者支援コーディネーターをされ

ている岩城順子 (いわきよりこ)さんに「犯罪被害に遭うということ」というテーマでお話しいただきました。

岩城さんは、最初に、犯罪被害はこく普通に暮らしていた人に、ある日突然降り掛かり、誰にも犯罪被害者にな

る可能性があることを強調されました。

岩城さんの長男の道暁 (みちあき)さんは、20歳の大学生だつたとき、見知らぬ若い男に因縁をつけられ、い

きなり顔を殴られて意識を失いました。誰も見ておらず、最初はけんかだと思われていました。外傷がほとんどな

く、CTにも異常が見られず、医者は全治2週間という診断書を警察に提出しました。しかし、意識が戻ると、状

態は少しずつ悪くなつていきました。1音幹部の球麻痺によつて舌が麻痺してしまい、食べ物をうまく飲み込むこと

が困難になり、声は出ても発音ができず、それで話すことができなくなっていました。手足はある程度動くものの

その機能を十分に果たさず、手が震えて物を掴むのも困難という不全麻痺の状態で、殴られた時の記憶も消えてい

ました。

こうした被害状況は、2つの問題を生み出しました。 1つは、症状が固定しないため身体障害者手帳がすぐには

受け取れず、一切の福祉措置を受けることができないようになっていたことです。すぐに必要なものが、必要なと

きにサポートされないのです。電動車格子ユニットも自費で購入されました。

もう1つは、刑事裁判が岩城さんにとつて屈辱的なものになつたことでした。事件の10か月後に、検事や事務

官が家に来て、回復の見込みがない状態を見ていながら、略式起訴で判決は罰金30万円となりました。それも、

加害者に問い合わせて初めて分かつたそうです。刑事記録を取り寄せてみると、ただ目が合つただけで、道暁さん

の顔が気に入らなかつたから顔を力いつぱい殴つたというようなことが書かれていて、裁判で異議を申し立てる場

も与えられず判決が下される制度に納得できなかつたそうです。

一方、事件後2年経つて起こした民事裁判では、相手は仕事を辞め、賠償の支払いはできないというものでした
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が、「争わない」という返事がけんかではなかつたことを証明しました。父親は公務員で、有名な会社に勤める母

親もいましたが、「息子は20歳だから親に責任は無い」と言つたそうです。

道暁さんは少しずつ状態を悪くし、事件の3年後、23歳の誕生日を目前に亡くなられました。岩城さんは、お

葬式のときは涙も出す、まるで映画の撮影の中にいるように感じたそうです。全エネルギーを使い切つた放心状態

で抜け殻のようになつていたのです。岩城さんは、介護中や道暁さんが亡くなられた後の何も話したくない1寺期

に、なぜそうなつたかを知りたい近所の人や知り合いからの質問や根も葉もないうわさ、また、周囲の人に掛けら

れた言葉にも傷付かれ苦痛を感じられたそうです。例えば「頑張つてください」と言われると「あなただけが頑張

りなさい」と聞こえ、逆に、「一緒に頑張りましょう」と言われると「気持ちを理解された、分かつて貰えた」と

感じたそうです。ちゃんと聞いてくれる人がいることが支援になるのです。

最後に、岩城さんは、京都府のうE罪被害者支援について紹介されました。京都府では平成18年に改定された条

例を運用するために、平成20年、国、府、市町村や警察等の公的機関や被害者支援を行う民間の機関や団体を含

めた、総合的な支援のためのネットワークシステムである「京都府犯罪被害者サポートチーム」が発足しました。

府民環境部の安心 安全まちづくり推進課に事務局が置かれ、警察から1名、犯罪被害者支援コーディネーターが
3名 (岩城さんもその一人)と、被害者相談専用電話が設置されています。コーディネーターは、犯罪被害者支援

センター理事 1名、臨床心理±1名、社会福祉± 1名 (岩城さん)の構成になつています。被害者支援は被害者に

関心を持つことから始まるということで、逆にそれは、無関心こそが最も怖いのだということであり、被害者遺

族の岩城さんがずつと望み言い続けていた、正しく理解し

て欲しいという思いが一致したのです。それは、被害者支

援の本質は、被害者が本来の力を取り戻すための支援であ

り、何が必要なのか、不自由に感じている部分は何か、一

緒に考えて欲しい、知つて欲しいという思いなのです。自

治体の全ての窓口でこれが機能すれば、被害者支援と被害

者の自立につながつていくからということでした。

演奏会では、エリザベト音楽大学の大学院生3人の「ア

ンサンブル クオーレ」がフルートと電子オルガンを使つ
て、「アメイジング グレイス」や「涙そうそう」など心
温まる曲を演奏してくださいました。

被告者支援講演会&演奏公

募金活動を行いました

被害者週間の期間中実施した各行事にあわせて募金活動を行い、犯罪

被害者支援の必要性に理解をいただいた、たくさんの方から募金をいた

だきました。被害者支援活動のために大切に使わせていただきます。あ

りがとうこざいました。
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感謝状贈呈式
講演会・演奏会の開演に先だつて、当センター

の活動を理解し、財政・広報に於いて多大なこ協

力をいただしヽた10団体様に感謝状を贈呈しまし

た。

<令和元年度に多額の寄付をいただいた3団体>
株式会社プローバホールディングス様

マツダ労働組合様

広島県遊技業協同組合様

く多年にわたり当センターの財政を支援していた

だいている4団体>
中国遊技機商業協同組合様

後藤建設株式会社様

株式会社川西様 (当日欠席)

安芸教区仏教婦人会連盟様

<多年にわたり当センターの広報活動を積極的に

支援していただいている3団体>
公益社団法人広島県バス協会様

広島電鉄株式会社様

エリザベ ト音楽大学様

電話相談内容分類 > 殺 人 0

曇 行 傷 書 ]6

性 的 被 書 38

D V 9

虐 待 0

ス ト ー カ ー 3

交通被害 事故 20
消 費 者 問 題 2

財 産 ll被 害 9

そ  の  他 154
問 い 合 わ せ 19

訃 2フ O

支援活動月別件数 ▼

電話相談開設曰数 24 22 25 26 22 23 25 23 23 213

電話相談件数 33 26 25 36 25 30 20 44 3i 270

面様相談件数 2 3 3 5 6 4 0 3 2 28

直接的支援件数 ]8 24 49 i08 20 55 28 3] 40 373

弁護士相談件数 3 2 2 2 5 1 O 1 4 20

臨

^心
理士相談件数 1 1 0 0 0 0 0 〇 0 2

0
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街頭キャンペーンの実施

11月 25日から12月 1日までの犯罪被害者週間に合わせて、11月 25日 (月 )午前7時30分から」R広島駅の協

力を得て、広島駅南口広場で街頭キャンペーンを実施しました。広島県、広島県警、広島市をはじめ第六管区海上

保安本部、保護観察所等10団体にカロえ、一昨年、昨年に引き続き今年も比治山女子高校ソフトテニス部の生徒さ

ん14名や、修道大学生 1名が参加してくrtま した。総勢40人余りで、広島駅南口を通る人達に「被害者支援にこ

協力下さい」と声を掛けながらバンフレットやチラシの入つた啓発グッズ2500個を配布し、犯罪被害者支援活

動に対する理解と協力を呼びかけました。

比治山女子高校のみなさんとモシカ君 キヤンペーングッズ配布風景

広報活動を行いました

広島県庁前緑地帯で行われた広島県警察音楽隊「昼のコンサー

ト」では、同所でチラシを配布しながら被害者支援活動に理解と協

力を呼びかけました。

(10月 25日 (金)12:10～ )
はつかいち文化ホール ウッドワンさくらびあ大ホールで行われ
た広島県警察音楽隊定期演奏会「ふれあいコンサート」では募金活

動を行いたくさんの寄付金をいただきました。こ協力ありがとうこ

ざいました。

(11月 30日 (土)13:30～ ) さくらびあ募金風景

バス。電車。タクシー及び病院等での広報活動の実施
当支援センターでは、年間を通じてタクシーによる広報,舌動を行うと共に、被

害者週間にあわせて自治体やバス協会 トラック協会をはじめ交通事業者及び総
合病院等のこ協力をいただき、公共施設や県内運行中のバス 電車内にポスター
の掲示をしていただき広報活動を実施しました.

…ムで

'`■

t'I=

くポスター掲示にご協力をいただいた交通事業者 総合病院等> 広島電鉄株式会社 (広島市)広 島バス株式会社 (広島市)広 島交通
株式会社 (広島市)芸陽バス株式会社 (東広島市)株式会社中国バス (福山市)輌鉄道株式会社 (福山市)備北交通株式会社 (庄原)
因の鳥運輸株式会社 (尾道市)本四バス開発株式会社 (尾道市, 中国ジェイアールバス株式会社 (広島市)おのみちバス株式会社 (尾
道市)エ イチ ディー西広島株式会社 (広島市)、 宝塚タクシーグループ (広島市)県立広島病院 (広島市)広島大学病院 (広島市)、
広島市民病院 (広島市)国立病院機構呉医療センター (呉市)OA広島総合病院 (十日市市)広島赤十字 原爆病院 (広島市)、 浜脇整
形夕1科病院 (広島市)株式会社広島バスセンター (広島市)、 UR広島駅 (広島市)く順不同>

0
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市町 。関係機関団体犯罪被害者等支援関係職員研修会の開催

今年も「市町 関係機関団体犯罪被害者等支援関係職
員研修会」を開催しました。この研修は、関係機関 団
体の職員を対象に、関係機関 団体か連携して犯罪被害
者等施策に取り組む意義及び必要性を理解し、犯罪被害

者等施策の総合的な推進や情報提供 相談に当たつて必
要となる基礎知識を習得することを目的として毎年行つ

ています。

前期は、フ月31日に県庁本館講堂で、「犯罪被害者支

援に求められる被害者のニーズ」と「関係機関 民間支
援団体の役割Jと題して、全国被害者支援ネットワーク副理事長 田村 裕弁護士の講演を聞きました。
後期は、広島 (11月 8日 )福山 (11月 29日 )三次 (12月 6日 )の 3会場に於いて、講義と事例検討を行い
ました。講師は、当センター副理事長 (士ヒ治山大学教授 臨床心理士)の兒玉憲―先生が担当しました。
各会場、県 警察職員及び市町の職員、延べ58名の参加が有り、「犯罪被害者支援のポイントについて」の講
義と、模擬事例を使つた□―ルプレイやグループ討議をイ予いました。各関係機関 団体でできる支援についてそれ
ぞれの立場での意見交換が活発に行われ、学びの多い研修となりました。

共同募金「社会課題解決プロジェクト」への参tll

/崎 曇機忌膨 電号17響雛
葉
〆

犯罪被害者の支援活動は、ますます重要性を高めて

おりますが、活動を支える経費は、企業 団体 個人
の会費 寄付によるところが大です。
その財源確保のため、平成23年度から実施してい

る共同募金会と連携した募金活動「社会課題解決ブロ

ジェクトJに今年も参加することにしました。この活

動には、喫緊に解決しなければならない社会課題の解

決のための支援活動を行つている社会福祉法人、公益

社団法人、NPO法人等の非営利活動団体が参加してい

ます。

募金の期間は令和 2年 1月 1日か ら3月 31日
までの 3ヶ 月間です。

この募金活動にこ協力いただいた支援金は、犯罪や

事故等の被害に遭われた遺族等の支援活動に活用する

資金です。犯罪や事故に巻き込まれた方々への支援は

まだまだ十分とは言えません。精神的にも経済的にも

苦しんでおられます。

こうした被害者等を県民皆で支えていく共助の気運

を作るためにも、こ協力をお願い致します。

彎看lI:lIIilF方
の力蜃露攣ゴ劣

かしてください。     ・

…
=TI癌

雛籍長″ :1■●‐ 1

需082-5441110
■ぶ日,も il・・ |:|::ヽ IⅢ…

6島鳳 し:二
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ホンデリング ～本で広がる支援の輪～

不要になつた本等を寄付して頂くことが、犯罪の被

害に遭われた方々への支援活動につながります。

く寄付の仕方>

不要になつた本やCD、 DVDを「贈与承諾書 (当セ

ンターのlDが入つたもの)」 とともに梱包し、買い

取り業者「(株 )バリューブックス」●0120-826-
295に電話して、「ホンデリングを申し込みたいの

ですが」と伝えて下さい。宅配業者が指定の時間に引

き取りに来てくれます。

買い取り業者の査定金額が広島被害者支援センター

に寄付されるという仕組みです。その際「贈与承諾

書」に当センターのID「 38‐ N31」 を必す記入して

下さい。

「贈与承諾書」は、センターヘ連絡いただければ送

ります。また、当センターのホームベージから取り出

すこともできます。

広島銀行県庁支店に本の寄贈コーナーを設けていた

だきました。ありがとうこざいました。

事務所を移転しました

令和元年10月 に、事務所を移転しました。

新しい事務所は「紙屋田]サンモール5階」です。研
修室 面接室には大きな窓があり、明るく、風も入る
ので快適です。
以前の「立町有信ビ
ル」には、約 10年間
お世話になりました。

静かで、とても便利の

良い所でしたが、今度
の事務所も中心部に有
り市民の皆さんには日1

染みのある場所です。

昨年は、平成から令和へと年
号が変わりました。そんな中
で全国的には社会の注目を浴
びる犯罪事件の発生や自然
災害の発生により甚大な被害

た当センターも、社会の変化に対応しきれす急速移転
をすることとなり、発足当時お世話になっていた紙屋
口]の ビルに再度移転しました。相談員を始め支援活動
員 事務局員共々初心に返り、被害者等によりきめ細
やかな支援ができるよう努力してまいります。

を各地にもたらしました。設
立から3度の事務所移転を余儀なくされて 15年を迎え

0

新しい事務所

広島被害者支援センターは、会員の皆様のこ理解とこ協力

に支えられて運営している団体です.犯罪や交通事故などの

被害にあわれた方や家族の方への支援活動を財政面から,
ポートしてくださる会員を募集しています。

賛助会員
 繹 曽言醸握看軒膚ぞ雲 [馨

汁肇口;さ][1認1ませ1早 ぷ躙
その他 寄付も随時受け付けています

銀行をこ利用の方
広島銀行県庁支店 口座番号(普通)OⅢ刀7
カ]入者名 公益社団法人広島検害者支援センター
理事長 山本 一隆
郵口蜀を● 1月の方
口座番号 01310657119
カ]入者名 公益社団法人広島被害者支援センター

入会 して   年2回発行予定の「ニューズレターJとシンポジ
ぃただくと ウムや謁演会の案内を送付します

′  本誌は 共同募金会の助成を受けて発行しています。


